
 

指定管理者制度導入施設 モニタリングチェックシート 

（平成２８年度 
上半期（４月～９月） 
 年間 （４月～３月） 

の管理運営状況） 

施設名 秋川ふれあいセンター 指定管理者 社会福祉法人 あきる野市社会福祉協議会 

指定期間 
平成２６年４月 １日から 
平成３１年３月３１日まで 

担当課 生活福祉課 

１ 業務の遂行状況及び収支の状況 

項目 分類 年間計画（Ａ） 
実績（Ｂ） 

（モニタリング時） 
対計画比率 

（Ｂ/Ａ×100） 

業務の 
遂行状況 

開館日数（日） 334 171 51.2％ 

延べ利用者数（人） 26,500 14,538 54.9％ 

事 業 開 催
回数 

必須事業（回） ― ― ―％ 

自主事業（回）  ― ― ―％ 

収支状況 

収入 

指定管理料（円） 20,207,000 10,104,000 50.0％ 

利用料金収入(売上）（円） 1,572,000 1,425,625 90.7％ 

自主事業収入（円） ― ― ―％ 

その他の収入（円） 96,000 46,440 48.4％ 

収入計（円） 21,875,000 11,576,065 52.9％ 

支出 

人件費（円） ― ― ―％ 

維持管理経費（円） 21,875,000 8,699,351 39.8％ 

自主事業関係経費（円） ― ― ―％ 

その他の支出（円） ― ― ―％ 

支出計（円） 21,875,000 8,699,351 39.8％ 

収支（収入－支出）（円） 0 2,876,714 ―％ 

指定管理者の自己評価（改善点、その他特記事項） 

【開館日数・利用者数について】 

平成 27 年度から休館日を毎週水曜
日から毎月第１・３水曜日と変更し
た。このため、開館日数が年間で 28
日増加している。利用者数は、変更前
と比較して 19％増加した。また、開
館日数が同数の 27 年度の上半期と比
較しても 15.9％利用者が増加してい
る。 

【事業の実施状況について】 

施設の利用拡大を図るため、職員に
よる活性化プロジェクトを継続し、グ
リーン（園芸）ボランティアによる花
壇の手入れとデザインボランティア
による館内のイメージアップ等を行
い、施設の利用促進を図っている。 

【収支状況について】 

毎年、下半期分の施設利用料も事前
予約とともに納められるので比率が
高い。 

（収入状況） 

上半期分：913,325 円 

下半期分：512,300 円 

所管課の評価（指摘事項） 

【開館日数・利用者数について】 

利用者数は、前年度上半期に比
べ、増加しています。引き続き、
利用促進を図ってください。 

【事業の実施状況について】 

 今後も継続して実施し、利用促
進を図ってください。 

【収支状況について】 

 現在のところ、良好に推移して
います。 

２ チェック項目 

評価項目・評価事項（数値目標） 確認資料等 
指定管理者の
自己評価 

所管課の評価 

受付等の業務 

施設の利用許可等を条例に従い適切に行っている 
日報、月報、利用者

アンケート、申請書 
適正・要改善 適正・要改善 

使用料、利用料金の徴収、減免を適切に行ってい

る 
日報、月報、申請書 適正・要改善 適正・要改善 

施設・設備の 
維持管理 

消防設備、機械設備の保守点検や施設の修繕等を

適切に行っている 

各種点検結果報告

書、実地 
適正・要改善 適正・要改善 

衛生環境を維持するため清掃業務等を適切に行っ

ている 
日報、月報、実地 適正・要改善 適正・要改善 

備品等を適切に保管・管理している 備品台帳、実地 適正・要改善 適正・要改善 



 

業務の全部又は主たる業務を第三者に請け負わせてい

ない 
実地 適正・要改善 適正・要改善 

安全性への配慮 

安全管理、衛生管理、危機管理に関するマニュア

ルが整備され、また、職員等に対する指導訓練が

適切であり、市への通報体制が整っている 

危機管理マニュア

ル 
適正・要改善 適正・要改善 

避難経路の確保、事故防止策や防犯等の警備業務

など利用者への安全対策が講じられている 
実地 適正・要改善 適正・要改善 

損害保険等の必要な保険に加入している 保険証書 適正・要改善 適正・要改善 

透明性・公平性 

ホームページ等により施設の情報の公開に努めて

いる 
ホームページ 適正・要改善 適正・要改善 

情報公開に対する体制を整備している 
情報公開マニュア

ル 
適正・要改善 適正・要改善 

利用者の平等な利用が確保されている 
日報、月報、利用者

アンケート、申請書 
適正・要改善 適正・要改善 

効果的・効率的
な運営 

苦情や利用者アンケートによる意見、要望等を管

理運営に反映している 
利用者アンケート 適正・要改善 適正・要改善 

施設の利用者拡大の取組を行っている 
日報、月報、事業報

告書 
適正・要改善 適正・要改善 

経費削減のための取組を行っている 
日報、月報、事業報

告書 
適正・要改善 適正・要改善 

広報紙、チラシ、ホームページなどにより積極的

に事業等を周知している 

広報紙、チラシ、ホ

ームページ 
適正・要改善 適正・要改善 

人員配置・ 
人材育成等 

事業計画書どおりの人員を配置してい

る 
１人 

人員配置計画、実

地、出勤簿 

    １人 

適正・要改善 
適正・要改善 

事業計画書どおりの職員の指導育成や

研修を行っている 
回/年 研修マニュアル 

実施回数 0回 

適正・要改善 
適正・要改善 

障がい者や高齢者の雇用促進に努めて

いる 
7.4％ 人員配置計画 

   7.4 ％ 

適正・要改善 
適正・要改善 

労働法令の遵守や労働条件への適切な配慮がなさ

れている 
実地、出勤簿 適正・要改善 適正・要改善 

個人情報の保護 
個人情報を保護するための取組を行っている 

個人情報保護マニ

ュアル 
適正・要改善 適正・要改善 

文書管理を適切に行っている 保存文書 適正・要改善 適正・要改善 

自主事業の取組 
自主事業の実施により、市民サービスの向上に努

めている 

事業報告書、日報、

月報、実地 
適正・要改善 適正・要改善 

環境への配慮 
省エネルギーの取組、環境負荷低減、ゴミの減量

など、環境への配慮に取り組んでいる 
日報、月報、実地 適正・要改善 適正・要改善 

※評価基準 

「 適 正 」：その項目について、協定書、事業計画書等に沿った適正な指定管理業務を行っている。 

「要改善」：その項目について、協定書、事業計画書等に照らし合わせて、目標達成されておらず、改善の余地がある。 

３ 上記１、２の評価に関する所見 

 

指定管理者による所見（改善点、その他特記事項） 

９月に授乳室を開設したことによって、乳児を持つ親が安心して施設を利用できるように配慮され

ました。 

 施設の経年劣化に伴い、音響設備の故障や雨漏り等が発生したが、市との連携を図り、安全で快適

に利用できるように引き続き努力していきます。 

市による所見（指摘事項など） 

 秋川ふれあいセンターは、施設の経年劣化により機器の故障や修理が発生しています。今後も利用

者が施設を安心・安全に利用でき、快適に過せるよう、市と連携を図りながら維持管理に努めてくだ

さい。 


